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　はじめに
　北海道では，ナミダタケによる木造住宅の被害
が顕在化してから，およそ10年がたちました。こ
の間の一連の被害調査によると，被害の発生や拡
大に，床下の土壌が密接にかかわっていることが
考えられます。そして，被害防止，駆除のために
は土壌を薬剤によって処理する必要性が認識され
つつあります。
　また，既存の防腐薬剤の効果を示すデータは，
木材腐朽菌のうちでも主にオオウズラタケとカワ
ラタケに対してどの程度効果があるかを示したも
ので，ここで問題とするナミダタケに対する効果
を示したものはあまりありません。
　そこで本報告では，土壌を薬剤処理することに
よって，どの程度ナミダタケの被害の発生や拡大
を防止することができるか。また，既存の防腐薬
剤はナミダタケに対してどの程度効果があるか。
この 2点について検討してみたいと思います。

　土壌処理薬剤の効力試験方法
供試薬剤には，表 1に示したものを用いまし

表 1　供　試　薬　剤

注　a）median lethal dose　中央致死量。
　　　 毒物を100匹の動物に与えた場合，その半数
　　　 が死亡する毒物量
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た。IF－1000，ＴＢＴＯは現在市販されている木材
防腐剤に含まれている成分の一つです。フルトラ
ニル，マンネブは農薬として使われているもので
す。トルクロフォスメチルは日本では使われてい
ませんが，アメリカで使われている農薬です。
　試験は図 1～ 3で示す方法で行いました。初め
に図 1に示すように 4～20メッシュの鹿沼土 250
ｇと同メッシュのエゾマツ木粉 20gをよく混合し
て，内径が11．5cmの1500mlガラスビンに入れま
す。そこへ，ペプトン 1％と麦芽エキス 2％を成
分とした栄養液80mlをできるだけ均一に加えて，

図 1　培　地　の　作　り　方

図 2　薬 剤 処 理 土 壌 の 作 り 方



ナミダタケ被害対策としての防腐処理と土壌処理

図 3　土 壌 処 理 薬 剤 の 効 力 試 験 方 法

120 ℃， 1気圧で20分間蒸気滅菌します。これを
培地としてナミダタケを接種し，20℃でナミダタ
ケが十分繁殖するまで培養します。十分繁殖する
までにはだいたい50日間かかるようです。ナミダ
タケが十分繁殖したら，その上に薬剤で処理した
処理層をのせます。
　処理層の作り方は図 2に示すとおりです。 8～
20メッシュの鹿沼土100ｇに対して， 4～20メッ
シュのエゾマツ木粉7．5gをよく混合します。こ
れをバット上に 120g取り，蒸留水で所定濃度に
調整した供試薬剤を約42ml混入してよくかくはん
します。これを21日間風乾して，減少した分だけ
の水分を滅菌蒸留水で補充します。この状態での
処理層の水分は約26％になりました。
　この処理層を図 3に示すように，ナミダタケが
十分繁殖した培地上に約 3cmの厚さに均一に設置
して20℃で 2週間培養します。
　この上に2.5（t）×2.5（r）×1（l）cmのエゾマ
ツ辺材をプラスチックネットを介して 1ビン当た
り 3個のせます。そして80日間培養して処理の効
果を観察します。

　土壌処理薬剤の効力試験結果
　試験結果は表 2に示すとおりになりました。こ
こで薬剤によって処理した土壌がナミダタケに対
して効力が有ったか無かったかをどこで判断した
かというと，「処理層中あるいは処理層と培養ビ
ンとの接触部で全く菌糸生長がない場合を効力が
有る」とし，「少しでも菌糸生長が認められれば

効力がない」ということにしました。その理由と
しては，同じ鹿沼土を使った同一薬剤の試験結果
が培養期間の長さによって異なることもあるた
め，少しでも菌糸生長が認められれば処理効果が
ないと判断した方が実用上安全と考えたからです。
　では，試験結果ですが処理層が無処理の場合
は，培養開始後約 1週間で菌糸が処理層上面に到
達しました。まず処理層と培養ビンとの接触部か
ら菌糸が伸びていき，その後に処理層を貫通して
の菌糸生長が認められました。IF－1000，トルク
ロフォスメチルで処理した場合は，薬剤の吸収量
が0.038kg／m3以下では効力がなく，0.076kg
／m3では効力がありました。TBTOで処理した場合
は0.019kg／m3以下では効力がなく，0.038kg
／m3で効力がありました。フルトラニルで処理し
た場合は0.091kg／m3以下では効力がなく，0.181
kg／m3，0.362kg／m3では効力がありました。
マンネブで処理した場合は1.361kg／m3でも効力
がありませんでした。

　防腐効力試験方法
　防腐効力試験は，供試薬剤，供試材，供試菌に
表 3に示したものを用い，JIS A 9302により試
験を行いました。

　防腐効力試験結果
　防腐効力試験結果は表 4に示すとおりになりま
した。今回供試した薬剤の中では，JIS規格外の
クレオソートだけがナミダタケに対して効力がな



表 2　土 壌 処 理 薬 剤 の 効 力 試 験 結 果

注）　pはわずかな生長を示す

表 3　防腐効力試験方法

く，その他はすべて十分効力をもつことが明らか
になりました。
　しかしながら，効力があると判断された薬剤の
中には，例えばＣＣＡなど，薬剤処理した試片上へ
の菌糸の生長が見受けられたものがありました。
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表 4　防腐効力試験結果

処理材表面への菌糸生長は，培地中から継続的に
送り込まれる養分によって行われていると考えら
れ，処理材表面は単なる菌糸の

ほ

匍
ふく

匐場所に過ぎな
いと思われます。しかしながら，実際の被害防止
上は極めて重要な問題となります。というのは，
今の木造住宅を見てみると，床組み材のすべてが
薬剤で処理されていないことから，ＣＣＡ処理材な
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どは無処理材への菌糸生長を許し，被害を拡大す
る恐れがあると考えられるからです。
　また，JIS規格外のクレオソート油は，効力が
極めて不十分であることが明らかになりました。
この種のクレオソート油は道内で多量に流通して
いると考えられますので，実際の使用上，品質の
確認が重要です。

　おわりに
　防腐効力試験の結果，木材防腐剤の中にはナミ
ダタケに対して十分な防腐効力を持つものがある
ことが明らかになりました。しかしＣＣＡなど，中
には処理材表面への菌糸の生長を許し，実用上問
題のあるものがあることも明らかになりました。
　また，本試験で供試した土壌処理材の中には，

ナミダタケの生長を阻止できるものがあることも
明らかになりました。
　そこで，実際に防腐処理を行う場合，ＣＣＡなど
の菌糸生長を許す可能性のある防腐剤を使う場合
は，他の菌糸生長を阻止できる防腐剤との併用を
考える必要があると思います。また，より安全性
を考えると，薬剤による土壌処理を行うことも有
効ではないかと思います。しかしながら，薬剤に
よる土壌処理については，薬剤の残効性や，土壌
の構造，成分などを考慮すると，実際の使用濃度
や処理法については，さらに検討が必要と思われ
ます。
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